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１．背景と目的 
当初は色彩と消費者の行動の関係について調べていたが調査の中で色彩と心理には
思っていたよりも強い結びつきがあることを知り、この強い結びつきを我々高校生に身近
な勉強に活かそうと言う考えに至った。

勉強の中でも今回は短期記憶に焦点をあて、
どの色を用いれば最も効率良く短期の記憶を出来るのかをを調査した。
なお今回の調査では、ボールペンで使用されることの多い　 赤、青、オレンジ、緑の四色
を使用した。

まとめ・結論
調査①の結果：もっとも低かった平均（ストレスを感じにくい）は緑 
　　　　　　　もっとも高かった平均（ストレスを感じる）は赤 
この結果は、ヒトが赤色と怒りとを生得的あるいは経験的に連合させやすい
性質をもっている（名古屋学院大学論集より）と、緑が刺激が少なく人をリ
ラックス状態におく性質を持つことが関連していると思われる。 
 
調査②の結果：1つ目の調査　赤とオレンジが同率で最も票が集まった 
　　　　　　　2つ目の調査　オレンジが最も票が集まった。 
 
 
最もストレスを感じる色と最も記憶テストの平均が高かった色（最も記憶に
残りやすい色）が同じ赤だったことと 
最もストレスを感じない色と最も記憶テストの平均が低かった色（最も記憶
に残りにくい色）が同じ緑だったことから 
 
「ストレスを感じるほど短期記憶しやすくなるのではないか」 
という仮説を立証することができたと言える。 
 
調査結果より、短期記憶に適する色は赤色である。 

２　方法 

ストレスを感じるほど短期記憶しやすくなるのではないか、という仮説を立て　 各色のスト
レスと記憶への残りやすさを調査しその相関関係を調べた。
調査①
どの色が最もストレスを感じるかの調査
赤、青、オレンジ、緑の四色で複数の単語を書いた画像を制作し、その画像を三高生に
見せて画像に対する印象を評価してもらった。印象の評価にはSD法という心理学でよく用
いられる方法を使用した。

また、表示する単語は大阪教育大学の研究で使用されていた「中立語」から無作為
に抽出し印象への評価が色でなく単語によって変化しないようにした。（総参加人
数：38人）

（SD法：プラスイメージの形容詞とその語に対称的なマイナスイメージの形容詞を
用意し画像を見た印象がどちらに近いかを七段階で評価する方法）
 

３．結果・考察  

アンケート結果は以下のようになった 
 
 
 
 
 
 
プラスイメージであるほど数値が大きく、マイナスイメージであるほど数値が小さ
くなるので最もストレスの強い（マイナスイメージ）である色は平均約3.97だった
赤、最もストレスを感じない色（プラスイメージ）は平均3.10の緑であるとわかっ
た。 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調査①の結果

調査②の結果

調査②
どの色が最も記憶に残りやすいのかの調査
現在色と記憶力に関する先行研究は数多くあるが、調査①で計測したストレスレ
ベルとの相関関係についての研究はなかったので、この調査を行うことにした。
【方法】
・調査①で使用した4色と同じ色で4個の単語をかいたポスターを2日間校内に掲
示し、その後、覚えていた単語をできるだけ答えてもらった。
しかし、実施するもあまりデータが集まらなかったので追加の調査を実施
・同じ色で8つの単語を書いた画像を1秒間表示して覚えた単語を答えてもらい、
どの色で書いた単語が一番覚えられたかを調査　
(調査①同様、単語は大阪教育大学の研究で使用されていた「中立語」から無作
為に抽出)　　　(総参加人数：24＋38＝62人)

ポスターを
使用した調査の結果

最も記憶に残った色
オレンジ、赤（同率）
最も記憶に残らなかった
色
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動画を使用した
調査の結果
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